
                          資料２ 

福岡市障がい者等地域生活支援協議会 

「地域生活支援拠点等整備検討部会」企画案 

 

提案者：障がい者在宅支援課 

 

１ 設置目的  

平成 26 年５月に改定された国の基本指針において，地域生活支援の機能をさらに強

化するため，各地域内で「地域生活支援拠点等」の整備を図るよう規定され，平成 29 年

度末までに各市町村又は各圏域に少なくとも１つの拠点等を整備することを障害福祉

計画の成果目標として設定されたところである。 

 福岡市でも，第４期福岡市障がい福祉計画において，平成 29 年度末までに１か所，

地域生活支援拠点等を整備することを目標値として設定している。 

ついては，本市の地域生活支援拠点等の整備推進について検討を行うため，「地域生

活支援拠点等整備検討部会」を設置するもの。 

 

 

２ 名称  

  本部会の名称は「地域生活支援拠点等整備検討部会」とする。 

 

３ 検討事項  

（１） 地域生活支援拠点等として必要な機能の整備方法に関する事項 

（２） 地域生活支援拠点等の安定的な運営のための課題に関する事項 

（３） 地域生活支援拠点等の具体的整備案の策定に関する事項 

（４） その他地域生活支援拠点等の整備を行うために必要な事項 

 

４ 委員構成  

（１） 相談支援機能強化専門員        １名 

（２） 相談支援スーパーバイザー       ３名 

（３） 基幹相談支援センター         １名 

（４） 福岡市民間障がい施設協議会      １名 

（５） 福岡市障がい者生活支援事業所連絡会  １名 

（６） 障がい者施設支援課          １名 

（７） 障がい者在宅支援課          １名 

（８） その他必要に応じて臨時の部会委員 

 

５ 事務局  

  本部会の事務局は，障がい者在宅支援課内に置く。 

 

６ スケジュール  

  平成 28 年４月から必要に応じ随時開催する。 



障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、居住支援のための機能（相談、体験の機会・
場、緊急時の受け入れ・対応、専門性、地域の体制づくり）を、地域の実情に応じた創意工夫

により整備し、障害者の生活を地域全体で支えるサービス提供体制を構築。

体験の機会・場

●地域生活支援拠点等の整備手法（イメージ）※あくまで参考例であり、これにとらわれず地域の実情に応じた整備を行うものとする。

各地域のニーズ、既存のサービスの整備状況など各地域の個別の状況に応じ、協議会等を活用して検討。

多機能拠点整備型 面的整備型

体験の機会・場

緊急時の受け入れ

相談

地域生活支援拠点等の整備について

グループホーム
障害者支援施設
基幹相談支援センター 等

専門性
地域の体制づくり

障害福祉サービス・在宅医療等

必要に応じて連携

相談

緊急時の受け入れ

グループホーム
障害者支援施設
基幹相談支援センター

短期入所

相談支援事業所

日中活動サービス
事業所

地域の体制づくり

専門性

コーディネーター
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